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【
う
ら
へ
続
く
】

　

改
定
政
治
資
金
規
正
法

が
成
立
。「
改
正
法
は
、今

後
の
検
討
課
題
や
抜
け
道

だ
ら
け
で
実
効
性
は
ま
っ

た
く
な
い
」「
肝
心
の
企

業
・
団
体
献
金
の
禁
止
に

は
知
ら
ん
顔
だ
」「
自
民
党

は
裏
金
事
件
の
真
相
は
ご

ま
か
し
て
金
権
政
治
を
続

け
る
つ
も
り
だ
」「
一
度
は

自
民
に
す
り
寄
っ
た
維
新

も
反
対
し
た
」「
自
公
政
権

は
退
陣
し
て
も
ら
う
し
か

な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

20
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
株
主
総

会
。「
今
年
も
リ
ア
ル
と
オ

ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
」

「
株
式
の
分
割
で
個
人
株

主
が
増
え
、
総
会
参
加
者

も
増
え
た
」「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
改

正
で
、
政
府
保
有
株
の
売

却
を
懸
念
す
る
質
問
が
出

さ
れ
た
」「
会
場
前
で
は
Ｎ

Ｔ
Ｔ
法
廃
止
と
完
全
民
営

化
に
反
対
す
る
宣
伝
と
呼

び
か
け
が
行
わ
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ク
ラ
ル
テ
ィ
で

組
織
見
直
し
（
７
月
１
日

よ
り
実
施
）。「
改
正
さ
れ

た
障
害
者
総
合
支
援
法
に

よ
り
、
民
間
企
業
に
お
け

る
法
定
雇
用
率
が
引
き
上

　

東
京
都
の
大
型
再
開
発

を
主
導
す
る
三
井
不
動
産

グ
ル
ー
プ
２
社
に
都
局
長

ら
幹
部
14
人
（
三
井
不
動

都
幹
部  

三
井
不
動
産
に
天
下
り

　
　
都
心
一
等
地
た
た
き
売
り

　
　
破
格
の
“
開
発
者
フ
ァ
ー
ス
ト
”

　
都
政
を
変
え
て
癒
着
断
ち
切
ろ
う

産
に
元
局
長
ら
12
人
、
三

井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ

ル
に
２
人
）
が
天
下
り
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　

五
輪
選
手
村
用
地
は
、

三
井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン

シ
ャ
ル
を
代
表
企
業
と
す

る
大
手
不
動
産
11
社
に
都

が
近
隣
地
価
の
９
割
引
き

で
売
却
し
た
と
し
て
住
民

ら
が
損
害
賠
償
を
求
め
て

提
訴
し
て
い
ま
す
。

　

現
知
事
が
23
年
に
認
可

し
た
神
宮
外
苑
再
開
発
事

業
も
三
井
不
動
産
で
す
。

樹
木
を
大
量
伐
採
し
超
高

層
ビ
ル
を
建
設
す
る
計
画

に
反
対
の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
す
が
、
事
態
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

無償教育の実現へ
　奨学金の会が署名提出
　　累計 55万人超す

　
「
奨
学
金
の
会
」
は
14

日
、「
国
際
人
権
規
約
に
も

と
づ
く
無
償
教
育
の
実
現

を
求
め
る
請
願
署
名
」
の

提
出
集
会
を
開
き
ま
し
た
。

今
回
２
万
２
８
０
２
人
分

を
日
本
共
産
党
の
宮
本
岳

志
衆
院
議
員
、
吉
良
よ
し

子
参
院
議
員
ら
に
託
し
ま

し
た
。
２
０
０
７
年
以
来

の
累
計
で
55
万
人
分
を
超

え
ま
し
た
。

　

講
演
し
た
三
輪
定
宣
奨

学
金
の
会
会
長
（
千
葉
大

名
誉
教
授
）
は
、「
教
育
予

算
を
他
の
先
進
諸
国
並
み

に
す
れ
ば
７
兆
円
増
額
に

な
り
、
無
償
教
育
、
35
人

学
級
な
ど
は
可
能
だ
。
大

企
業
の
内
部
留
保
の
１
・

７
％
で
確
保
で
き
る
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
「
私
大
の

　

都
幹
部
の
天
下
り
は

“
企
業
に
よ
る
行
政
の
買

収
”
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

公
共
・
再
開
発
事
業
な
ど

利
害
関
係
企
業
へ
の
天
下

り
は
全
面
禁
止
す
べ
き
で

す
。

学
生
負
担
も
過
去
最
高
に

増
え
て
い
る
」「
経
済
的
理

由
の
退
学
者
が
倍
増
し

た
」「
給
付
型
奨
学
金
、無

償
化
が
必
要
だ
」「
医
療
労

働
者
は
多
額
の
奨
学
金
返

済
を
抱
え
て
い
る
」
な
ど

切
実
な
声
が
だ
さ
れ
ま
し

た
。

げ
ら
れ
た
こ
と
へ
の
対

応
」「
新
規
事
業
の
創
出
及

び
新
規
業
務
の
受
託
で
障

が
い
者
の
活
躍
機
会
を
図

る
と
い
う
」「
活
躍
の
場
が

広
が
る
と
い
い
ね
」

　
　

×　
　
　
　

×

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会



2024 年 6 月 24 日（月） 　　　　　　　　　　　インピーダンス　　　　　　  　　　　　　　　　　No.2683（２）

【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

公
的
年
金
が
６
月
支
給

分
か
ら
受
給
額
が
２
・

７
％
ア
ッ
プ
。「
本
来
な
ら

３
・
１
％
な
の
に
マ
ク
ロ

ス
ラ
イ
ド
で
抑
制
さ
れ

た
」「
上
が
る
の
は
い
い

が
、
介
護
保
険
と
か
が
高

く
な
っ
て
、
物
価
高
も
あ

る
し
、
恩
恵
は
少
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
交
流
戦
、
楽

天
が
初
優
勝
。「
球
団
創
設

か
ら
20
年
の
節
目
だ
っ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

将
棋
の
叡
王
戦
で
藤
井

聡
太
８
冠
敗
れ
る
。「
伊
藤

匠
七
段
と
藤
井
８
冠
は
子

ど
も
の
頃
か
ら
の
ラ
イ
バ

ル
だ
」「
伊
藤
新
叡
王
は

『
タ
イ
ト
ル
獲
得
は
子
ど

　

厚
労
省
が
５
日
発
表
し

た
人
口
動
態
統
計
に
よ
る

と
、
１
人
の
女
性
が
生
涯

に
産
む
子
ど
も
の
推
計
人

数
を
示
す
合
計
特
殊
出
生

率
が
８
年
連
続
で
減
少
。

２
０
２
３
年
度
は
１
・
20

東
京
は
０
・
99

抜
本
的
な
子
ど
も
・
子
育
て
政
策
を
　

　
　
低
賃
金
解
決
は
喫
緊

　

決
議
で
は
、
日
本
学
術

会
議
は
科
学
者
の
戦
争
協

力
や
権
力
者
に
お
も
ね
る

態
度
へ
の
強
い
反
省
に
基

づ
き
設
立
さ
れ
、
日
本
の

平
和
的
復
興
、
人
類
社
会

の
福
祉
に
貢
献
し
、
世
界

学術会議法人化案の撤回
を求める

　日本科学者会議が決議

で
、
都
道
府
県
別
で
は
東

京
が
最
も
低
く
０
・
99
と

「
１
」
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

長
年
の
自
公
政
権
に
よ

り
深
刻
な
少
子
化
に
な
っ

た
い
ま
、
抜
本
的
で
早
急

な
子
ど
も
・
子
育
て
政
策

パレスチナ国家承認
　　すべての国に求める
国連人権専門家が共同声明

　

国
連
人
権
理
事
会
の
特

別
報
告
者
ら
人
権
の
専
門

家
は
３
日
、
す
べ
て
の
国

が
パ
レ
ス
チ
ナ
を
国
家
と

し
て
承
認
す
べ
き
だ
と
す

る
共
同
声
明
を
発
表
し
ま

し
た
。
国
家
承
認
は
「
パ

レ
ス
チ
ナ
人
の
権
利
、
自

由
と
独
立
を
求
め
る
彼
ら

の
た
た
か
い
と
苦
し
み
の

事
実
を
認
め
る
重
要
な
も

の
だ
」
と
主
張
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
声
明
は
、
２
国
家

解
決
こ
そ
が
、
パ
レ
ス
チ

ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
双
方
の

平
和
と
安
全
に
向
け
て
国

際
社
会
が
一
致
し
た
唯
一

の
道
で
あ
り
、
世
代
を
超

え
て
続
く
暴
力
と
憤
り
か

の
学
界
と
連
携
し
て
学
術

の
進
歩
に
寄
与
す
る
こ
と

を
使
命
と
す
る
団
体
だ
と

強
調
し
て
い
ま
す
。

　

学
問
研
究
は
客
観
的
真

実
を
追
求
し
、
既
存
の
理

論
や
社
会
の
実
態
に
批
判

的
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
そ
の
自
律
性
・
独

立
性
の
侵
害
は
絶
対
に
認

め
ら
れ
な
い
と
主
張
。
さ

ら
に
、
安
保
３
文
書
の
改

定
以
降
、
政
府
は
科
学
技

術
の
軍
事
利
用
を
拡
大
し

よ
う
と
し
て
お
り
、
法
人

化
案
は
そ
の
流
れ
を
後
押

し
す
る
も
の
だ
と
指
摘
し

て
い
ま
す
。

大
手
電
力
会
社
の
電

力
受
け
入
れ
抑
制

　

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

事
業
者
か
ら
の
電
力
を
、

大
手
電
力
会
社
が
受
け
入

れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
は

原
発
再
稼
働
が
原
因
だ
と

い
う
。
経
産
省
の
定
め
る

優
先
給
電
ル
ー
ル
は
原
発

優
先
で
、
再
エ
ネ
電
力
を

受
け
入
れ
る
こ
と
は
し
な

い
。
政
府
は
か
け
声
は
再

エ
ネ
の
主
力
電
源
化
だ
が
、

実
際
は
原
発
優
先
だ
。
電

気
料
金
に
は
再
エ
ネ
賦
課

金
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る

も
の
頃
か
ら
夢
に
見
て
き

た
こ
と
な
の
で
、
嬉
し
く

思
い
ま
す
』
と
語
っ
て
い

た
」「
８
つ
の
タ
イ
ト
ル
を

防
衛
し
続
け
る
の
は
大
変

だ
よ
ね
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

世
界
的
熱
波
。「
メ
ッ
カ

に
巡
礼
で
は
、
熱
中
症
で

５
０
０
人
も
死
ん
だ
と
の

ニ
ュ
ー
ス
に
驚
い
た
」

「
１
０
０
０
人
以
上
と
の

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
物
価
高
騰
と
低

賃
金
の
解
決
は
こ
れ
か
ら

子
ど
も
を
生
み
・
育
て
た

い
と
考
え
る
若
者
に
と
っ

て
、
喫
緊
の
課
題
で
す
。

ら
抜
け
出
す
方
法
だ
と
し

て
、
平
和
的
解
決
の
重
要

性
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

報
道
も
あ
る
」「
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
で
は
大
規
模
な
山

火
事
が
発
生
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

関
東
・
甲
信
、
近
畿
、
東

海
で
梅
雨
入
り
（
21
日
）。

「
関
東
は
例
年
よ
り
２
週

間
遅
い
」「
よ
う
や
く
梅
雨

入
り
し
た
」「
し
ば
ら
く
ジ

メ
ジ
メ
し
た
日
が
続
く
」

「
梅
雨
型
熱
中
症
に
も
注

意
が
必
要
だ
」

機
能
性
表
示
食
品
は
廃

止
に

　

機
能
性
表
示
食
品
の
宣

伝
が
勢
い
を
増
し
て
い
る

よ
う
だ
。
ト
ク
ホ
の
よ
う

に
ヒ
ト
で
の
試
験
実
施
と

審
査
が
な
い
の
に
「
効
果

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
」

と
喧
伝
さ
れ
る
。
医
薬
品

で
も
ヒ
ト
に
よ
っ
て
効
果

が
違
う
し
、
リ
ス
ク
表
示

も
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

効
果
ば
か
り
が
喧
伝
さ

れ
る
機
能
性
表
示
食
品
制

度
は
廃
止
し
た
方
が
良
い
。

　
　
　
　
　
　
（
Ｅ
）

な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
。    

　
　
　
　
　
　
（
Ｗ
）


